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談話会のお知らせ

行列環のテンソル積（高階の行列環）における
Cayley-Hamilton型の定理を用いて生成元の関係
式が記述できる不変式環について話したい。
これ自体は多項式を成分とする高階の行列環が舞
台であり、一見特殊な設定のようだが、通常の多
項式環の不変式論への応用もある。
時間が許せば、Pfaffian版の高階のCayley-
Hamilton定理と、それを用いて記述される不変式
論にも触れたい。

「高階のCayley-Hamilton定理
で記述される不変式論


